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2当初予算の概要

　

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
重
点
施
策

は
、
住
民
の
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
雇
用

対
策
推
進
事
業
の
充
実
強
化
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
、
暮
ら
し
の
安
心

確
保
の
４
項
目
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
複
合
経
営
に
取
り
組
む
農
家
を
支

援
す
る
事
業
を
新
た
に
設
け
た
ほ
か
、
医
療

費
の
無
料
化
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、

町
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
に
重
点
を
置
い

た
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
を
見
据

え
た
編
成
と
も
言
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
合
併
１０
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
や
各
種
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
経
費
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
２８
年
度
の
当
初
予
算
総
額

は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
総
額
と
比
較
し
、

マ
イ
ナ
ス
１.６
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
に
し
て

１
億
７
千
６００
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
審
議
で
は
、
３
常
任

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
般
会
計
と
全
て
の
特
別
会
計
及

び
水
道
事
業
会
計
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

28
年
度
予
算
の
特
徴

生活密着型予算
 円

定例会
月３

107億8,326万3千円合計

町税
13億903万7千円
　　　　　（12.1％）
繰入金
6億3,570万3千円
　　　　　   （5.9％）
繰越金
5,000万円 （0.5％）

分担金及び負担金等
6億6,778万6千円
　　     　   （6.2％）

地方交付税
48億584万円
　　　　　（44.6％）

地方譲与税等
3億4,171万円
　　　　　  （3.1％）

町債
12億7,220万円
　　　　   （11.8％）

国県支出金
17億98万7千円
　　　　　（15.8％）

依存財源
81億2,073万7千円
（75.3％）

依存財源
81億2,073万7千円
（75.3％）

自主財源
26億6,252万6千円
（24.7％）

自主財源
26億6,252万6千円
（24.7％）

歳　入

対前年度比１.６％の減
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◆ ５月２２日 ＮＨＫ公開収録「民謡をたずねて」

◆ ５月２５日 チャレンジデー２０１６（対戦相手　北広島町）

◆ ７月３日 第３回世界じゅんさい摘み取り選手権大会

◆ ７月３０日～３１日
  サンドクラフト２０１６inみたね

◆ ８月２８日 森岳温泉夏まつり

◆１０月１５日 記念式典、記念講演会

◆１０月２２日～２３日
  第１１回三種町町民祭

◆１１月２３日 陸上自衛隊音楽隊
  コンサートinみたね

当初予算の概要

住民 
107億8,300万 一般

会計

●特別会計

●水道事業会計

会　　計　　名 金　　額

国民健康保険事業 ２７億４，６０６万８千円

後期高齢者医療 １億７，６６２万２千円 

公共下水道事業 ６億４，３３６万　　円 

農業集落排水事業 １億６，９７２万９千円 

介護保険事業 ２７億３，４８７万９千円 

介護サービス事業 １，０３５万３千円 

衛生処理事業 ２，０４５万８千円 

温泉事業 ４，５３５万２千円 

国民健康保険診療施設 １千円

合　　　計 ６５億４，６８２万２千円 

区　　　　分 金　　額

　収益的収入 ４億２，６６５万６千円

　収益的支出 ３億２，４５２万１千円

　資本的収入 ９，１７０万１千円

　資本的支出 １億８，８５９万　　円

◇◇◇１０周年記念行事予定◇◇◇

107億8,326万3千円合計

投資的経費
15億3,183万8千円

（14.2％）

投資的経費
15億3,183万8千円

（14.2％）

人件費
17億1,596万8千円
　　　　　 （15.9％）

扶助費
12億470万4千円
　　　　　 （11.2％）

公債費
11億9,899万6千円
　　　　　 （11.1％）

その他
4億8,959万8千円
　　　　　    （4.5％）

物件費
14億3,786万8千円
　　　　　   （13.3％）

補助費等
15億9,977万2千円
　　　　　   （14.8％）

繰出金
16億451万9千円
　　　　　   （14.9％）

普通建設事業費及び
災害復旧事業費
15億3,183万8千円
　　　　　 （14.2％）

義務的経費
41億1,966万8千円

（38.2％）

義務的経費
41億1,966万8千円

（38.2％）

その他の経費
51億3,175万7千円

（47.6％）

その他の経費
51億3,175万7千円

（47.6％）

28年度予算

歳　出

　今年度から特別会計の簡易水道事業を水道事業

会計に統合する。
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総務総務
常任委員会常任委員会

問
地
方
交
付
税
の
詳
細
は
。

答
平
成
２７
年
度
の
普
通
交
付
税
の
交
付

決
定
額
は
５１
億
５
千
５６２
万
円
で
あ

り
、
合
併
特
例
で
通
常
よ
り
８
億
５
千
５０
万

円
が
多
く
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
分
に

つ
い
て
は
今
後
５
年
間
で
段
階
的
に
減
額

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
本
年
度
は
国
勢

調
査
の
人
口
減
少
分
等
を
加
味
す
れ
ば
、

７
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
減
少
と
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

問
町
誕
生
１０
周
年
記
念
事
業
の
内
容
は
。

答
１０
月
１５
日
に
記
念
式
典
、
記
念
講
演

を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
１０
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
町
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
式
典
用
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
用
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
て

記
念
映
像
の
制
作
も
計
画
し
て
い
る
。

　

問
空
中
撮
影
機
と
は
ド
ロ
ー
ン
と
思
わ

れ
る
が
、
使
用
目
的
は
何
か
。

　

ま
た
、
危
険
が
伴
う
も
の
で
あ
る
と
思

う
が
保
険
は
大
丈
夫
か
。

答
空
か
ら
の
多
角
的
映
像
を
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
安
全
に
は
万

全
を
尽
く
す
。

問
職
員
の
退
職
や
再
任
用
の
状
況
と
今

後
の
採
用
方
針
は
。

答
平
成
２７
年
度
末
で
定
年
１０
人
、
若
年

２
人
、
再
任
用
１
人
が
退
職
す
る
。

　

ま
た
、
平
成
２８
年
度
で
１１
人
、
平
成
２９

年
度
で
は
１８
人
が
そ
れ
ぞ
れ
定
年
を
迎

え
、
再
任
用
を
除
き
、
３
年
間
で
４１
人
が

退
職
す
る
。

　

こ
こ
数
年
は
採
用
者
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
今
後
は
再
任
用
の
希
望
者
数
を

勘
案
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
放
送
の
内
容
は
。

答
ラ
ジ
オ
放
送
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

の
公
開
収
録
で
、
３
週
に
わ
た
っ
て

全
国
放
送
さ
れ
る
。
職
員
を
中
心
に
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
対
応
す
る
予
定
で
あ

る
。
観
覧
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
に
よ

る
。

問
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
概
要
は
。

答
平
成
２８
年
度
中
に
町
内
の
５
コ
ー
ス

の
う
ち
３
コ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ

け
で
な
く
ヨ
ガ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
も
設
け
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
揃
え
、
町
民
の

健
康
に
対
す
る
意
識
付
け
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
結
婚
支
援
員
と
あ
る
が
活
動
内
容
と

報
酬
の
内
容
は
。

答
活
動
内
容
は
各
地
区
で
仲
人
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
も
ら
う
事
を
想
定
し

て
い
る
。
報
酬
に
つ
い
て
は
全
体
会
、
研

修
会
へ
の
出
席
な
ど
の
活
動
費
と
し
て
支

給
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
固
定
資
産
税
の
収
入
予
算
が
前
年
度

と
比
較
し
増
額
と
な
っ
た
要
因
は
何

か
。

答
家
屋
の
新
築
及
び
増
築
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

総務常任委員会

　

平
成
２８
年
度
新
年
度
予
算
の
１１
議
案
と
繰
り
入
れ
議
案
３
件
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

所
管
す
る
予
算
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
務
常
任
委
員
会
は
「
原
案
の
と
お
り
承
認

す
べ
き
」、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
「
意
見
を
付
し
て
原
案
の
と
お
り

承
認
す
べ
き
」
と
し
、
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
議

委
員
会
審
議

問
た
ば
こ
税
の
収
入
予
算
が
前
年
度
と

比
較
し
減
額
し
た
要
因
は
何
か
。
交

付
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
か
ら
か
。

答
た
ば
こ
嗜
好
者
の
減
少
が
一
番
の
要
因

で
あ
る
。
交
付
割
合
に
変
更
は
な
い
。

問
町
民
歌
Ｃ
Ｄ
作
成
業
務
の
詳
細
は
。

答
現
在
の
Ｃ
Ｄ
は
合
唱
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
た
め
、
歌
詞
が
聞
き
づ
ら
い
の

で
、
独
唱
で
歌
詞
が
は
っ
き
り
聞
き
取
れ

る
も
の
に
し
た
い
。
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教育
民生
教育
民生
常任委員会常任委員会

問
今
年
８
月
か
ら
始
ま
る
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
分
と
し
て
４５０
万
円

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
金
額

の
根
拠
は
。

答
平
成
２８
年
度
拡
充
分
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
中
学
生
１
人
当
た
り
年
間
医

療
費
助
成
実
績
２
万
３
千
６００
円
を
参
考

に
、
１
人
２
万
５
千
円
、
人
数
３６０
人
と
し

て
年
間
９００
万
円
と
見
積
り
、
８
月
〜
１
月

分
医
療
費
４５０
万
円
を
計
上
し
た
。

問
不
妊
治
療
へ
の
補
助
金
１５０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
少
子
化
と
言
わ

れ
る
な
か
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
」
は
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
力
を
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
る

人
は
何
組
い
る
の
か
。
少
な
い
な
ら
ば
、

も
っ
と
使
い
や
す
い
事
業
に
す
べ
き
で
あ

る
。

答
平
成
２６
年
度
は
特
定
不
妊
治
療
５

人
、
一
般
不
妊
治
療
６
人
、
実
人
数

で
は
９
人
で
あ
る
が
、
専
門
医
へ
の
相
談

が
多
く
な
れ
ば
事
業
効
果
も
高
ま
る
と
思

う
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
１２９
万
７
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に

設
置
す
る
の
か
。
ま
た
、
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
で
の
設
置
な
の
か
。

答
４
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。
琴
丘
地

域
は
鹿
渡
駅
と
道
の
駅
、
山
本
地
域

は
森
岳
駅
を
予
定
し
て
お
り
、
残
り
１
カ

所
は
八
竜
地
域
を
予
定
し
て
い
る
。
設
置

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
犯
罪
抑
止
の

た
め
で
あ
る
。

問
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
は
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
防
災
行
政
無
線
を
整
備
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
施
設
を
統
合
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
図
る
た
め
平
成
２８
年
度
と
平
成

２９
年
度
の
２
カ
年
で
放
送
局
や
中
継
局
、

屋
外
子
局
を
整
備
し
て
い
く
。
事
業
費
は

そ
れ
ぞ
れ
３
億
６００
万
円
と
３
億
５
千
３００
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
各
家
庭
に

設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
順
次
更
新
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。

問
都
会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
待
機
児

童
は
、
三
種
町
に
は
い
る
の
か
。

答
保
育
士
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
関
係

で
ど
う
し
て
も
途
中
入
園
を
お
断
り

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
少

数
の
児
童
が
待
機
と
な
っ
て
い
る
。

問
ス
カ
ル
パ
野
球
場
改
修
の
内
容
を
説

明
し
て
ほ
し
い
。

答
実
施
設
計
も
合
わ
せ
て
４
億
３
千
万

円
の
事
業
費
で
あ
る
。
財
源
の
主
な

も
の
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
１
億
３

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ス
カ
ル
パ
球
場
の
カ
ウ
ン
ト
表
示
は

「
Ｓ
・
Ｂ
・
Ｏ
」
で
あ
る
が
、
現
在
の
野

球
の
カ
ウ
ン
ト
表
示
は
「
Ｂ
・
Ｓ
・
Ｏ
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
改
修

す
る
。
ま
た
、
電
光
掲
示
板
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
フ
ェ
ン

ス
、
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
や
雨
漏
り
部
分
の

補
修
で
あ
る
。

　

工
期
は
、
お
盆
過
ぎ
か
ら
着
工
し
、
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
４
月
中

に
芝
の
養
生
を
行
い
、
５
月
連
休
か
ら
使

用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
山
本
地
域
の
公
民
館
建
設
は
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
。

答
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
か
ら

検
討
し
平
成
２８
年
度
中
に
青
写
真
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
平
成
２８
年
度
中
に
基
本
設
計
を
し
、

平
成
２９
年
度
に
は
具
体
的
な
と
こ
ろ
へ
進

ん
で
い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

教育民生常任委員会

　昨年11月に教育民生常任委員会で学校施設の調査をした際、

次の箇所に補修が必要と委員会報告をしたが、平成28年度当

初予算に関係する予算が計上されていない。新年度において予

算措置し補修すべきである。

１．老朽化による琴丘小学校の野球場バックネット

２．水はけが悪い琴丘小学校のグラウンド

３．舗装がはがれた穴が数カ所ある下岩川小学校玄関前の補修

意 　　 見



第41号  Ｈ28.5.1

三種町 議会だより

6委員会審議

産業
建設
産業
建設
常任委員会常任委員会

問
釜
谷
の
農
業
集
落
排
水
を
流
域
下
水

道
に
接
続
す
る
の
は
、
何
年
度
ま
で

の
事
業
で
、事
業
費
は
い
く
ら
か
か
る
か
。

答
平
成
２８
年
度
で
設
計
を
行
い
、
平
成

２９
年
度
で
工
事
を
終
わ
る
予
定
で
計

画
を
進
め
て
い
る
。
事
業
費
は
、
約
２
億

円
で
、
地
方
債
と
国
庫
補
助
金
で
対
応
す
る
。

問
温
泉
事
業
特
別
会
計
で
施
設
改
良
設

計
業
務
委
託
料
と
し
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
が
、事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
５
億
円
で
あ
る
。
計
画
で
は
設
計
は

平
成
２８
年
度
で
、
工
事
は
平
成
２９
年

度
か
ら
４
年
と
し
て
い
る
。

問
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
は
新
年
度
か
ら
町
長
が
任
命

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
町
長
が
任
命
す
る
の
は
、
平
成
３０
年

７
月
２０
日
以
降
の
農
業
委
員
の
改
選

か
ら
で
あ
り
、
公
募
の
う
え
議
会
の
承
認

を
経
て
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
中
山
ス
キ
ー
場
に
広
葉
樹
を
植
え
る

計
画
の
内
容
は
。

答
計
画
面
積
は
１．７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
さ

く
ら
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
栽
す
る
。

県
の
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
の
補
助

金
で
行
う
。

問
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業

は
、
ど
ん
な
事
業
な
の
か
。

答
じ
ゅ
ん
さ
い
加
工
組
合
は
、
県
の
認

証
制
度
に
よ
っ
て
、
じ
ゅ
ん
さ
い
が

希
少
価
値
の
あ
る
野
菜
で
あ
り
秋
田
の
逸

品
と
し
て
認
証
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
町
で
は
そ
の
認
証
取
得
後
は
、
県

の
補
助
金
を
受
け
加
工
組
合
を
支
援
す
る

計
画
で
あ
る
。

問
町
営
住
宅
の
坪
単
価
が
高
い
と
思
う

が
。

答
設
計
単
価
は
町
や
県
の
公
営
住
宅
整

備
基
準
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
が
、

公
営
住
宅
と
し
て
長
期
耐
用
化
、
災
害
時

へ
の
対
応
な
ど
一
般
住
宅
以
上
の
整
備
基

準
と
な
る
こ
と
か
ら
、
建
築
単
価
は
一
般

住
宅
と
比
べ
高
く
な
る
。

問
指
定
管
理
料
の
予
算
が
ゆ
め
ろ
ん
で

は
増
え
て
、
ゆ
う
ぱ
る
で
は
減
っ
た

理
由
は
何
か
。

答
ゆ
め
ろ
ん
に
つ
い
て
は
、
昨
年
比

３００
万
円
の
増
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。
温
泉
療
養
施
設
、
プ
ー
ル
の
部
分
な

ど
、
改
修
に
よ
っ
て
管
理
す
る
と
こ
ろ
が

増
え
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
増
額

計
上
し
て
い
る
。

  

ゆ
う
ぱ
る
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
棟
が
で

き
て
入
館
者
も
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
今

年
は
黒
字
を
計
上
す
る
見
込
な
の
で
、
昨

年
よ
り
も
２００
万
円
減
で
計
上
し
て
い
る
。

問
ゆ
め
ろ
ん
の
入
館
料
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
さ
ざ
な
み
苑
か
ら
入
る
場
合
、
６５
歳

以
上
の
方
は
現
在
１５０
円
だ
が
、
こ
れ

に
入
湯
税
分
１５０
円
を
加
算
し
、
３００
円
で
利

用
で
き
る
。
た
だ
し
、
さ
ざ
な
み
苑
の
営

業
時
間
は
平
日
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
あ
り
、
そ
の
時
間
内
の
利
用
と
な
る
。

問
台
湾
交
流
事
業
で
は
、
２
回
訪
問
し

た
後
に
、
最
終
的
に
覚
書
を
交
わ
そ

う
と
し
て
い
る
。
見
通
し
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

答
２
月
に
台
湾
に
行
っ
て
き
た
時
は
、

台
湾
の
砂
の
彫
刻
の
芸
術
協
会
と
町

と
協
定
を
結
ん
で
き
た
。
そ
の
立
ち
会
い

に
南
投
県
政
府
の
文
化
局
、
観
光
局
、
国

産業建設常任委員会

　ゆめろん改修に伴う指定管

理料の増額及びゆうぱる経営

状況改善に伴う指定管理料の

減額について、その根拠は曖

昧である。

　よって、明確な指定管理料

の基準を設けるべきである。

意 　　 見

の
機
関
も
立
会
人
と
い
う
こ
と
で
署
名
し

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
７
月
の
サ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
に
は
南
投
県
の
知
事（
県
長
）

一
行
が
来
町
す
る
。
で
き
れ
ば
今
年
度
中

に
覚
書
協
定
を
結
べ
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
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7 補正予算の内容、議案一覧

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

 ●一般会計 115億1,982万1千円 △1億4,529万3千円 113億7,452万8千円

【主な歳出】

事　　業　　内　　容 事 業 費
財　　源

国 県 町

自治体情報システム機能向上事業費 2,028万7千円 645万  　円 1,383万7千円

町税還付金（固定資産税の軽減特例措置の適
用誤りによる還付金）

917万8千円 917万8千円

年金生活者等支援臨時給付費（給付額３万円、
支給対象見込み3,256人分）

1億181万8千円 1億181万8千円

１人当たり３万円の
年金生活者等支援金

平成28年３月定例会
補正予算の内容

●特別会計

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 28億　703万　 円 430万5千円 28億1,133万5千円

簡易水道事業特別会計 2億5,605万1千円 134万4千円 2億5,739万5千円

公共下水道事業特別会計 6億3,766万8千円 △428万6千円 6億3,338万2千円

農業集落排水事業特別会計 1億6,827万5千円 △324万1千円 1億6,503万4千円

介護保険事業勘定特別会計 28億　699万9千円 △5,410万4千円 27億5,289万5千円

条 例 の 制 定 ・ 改 正 平　成　28　年　度　予　算 区分 審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

職
員
の
厚
生
制
度
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

簡
易
水
道
事
業
を
水
道
事
業
に
統

合
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

行
政
不
服
審
査
関
係
手
数
料
条

例
の
制
定

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

水
道
事
業
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計
予
算

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

温
泉
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
入

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
入 議　

　

案　
　

名

17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 15 15 17 17 17 賛成 採決
状況0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 反対

可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 結果

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

※その他事業費の確定による不用見込額2億7,657万6千円が減額補正されている。
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8議案審議、議案一覧

議 

案 

審 

議

簡
易
水
道
事
業
を
水
道
事
業
に
統

合
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

問
こ
れ
ま
で
金
岡
地
区
の
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
加
入
希
望
者
が
少
な
い

こ
と
や
非
常
に
経
費
が
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
回

事
業
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、
金
岡
地
区

の
羽
立
は
八
竜
地
区
飯
塚
か
ら
、
水
道
を

引
く
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
は
な
い
の

か
。答

金
岡
地
区
に
水
道
を
引
く
際
は
井
戸

を
掘
っ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
事
業

認
可
を
受
け
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
加
入
希
望
者
が
少
な
く
、
事
業
化
が

で
き
な
い
で
い
る
。

　

な
お
、
羽
立
か
ら
の
要
望
で
、
八
竜
地

区
か
ら
水
道
を
引
く
こ
と
に
関
し
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
水
圧
の
関
係
な
ど
か
ら
断
念

し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
高
齢
者
に
対
す
る
対

応
は
今
後
検
討
し
た
い
。

一
般
会
計
予
算
の
補
正
〈
町
税
還
付
金
〉

問
町
で
は
、
町
の
課
税
ミ
ス
に
よ
り
固

定
資
産
税
が
長
期
間
に
亘
っ
て
過
大

に
徴
収
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
過
去
に
遡
っ
て
納
税
者
に
返

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
２０
年
以
上
も
前
か
ら
徴

収
し
て
き
た
も
の
が
あ
る
が
、
町
で
は
、

国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
判
例
が
あ
る
と
し

て
、
こ
れ
を
２０
年
で
打
ち
切
る
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
町
の
返
還
金
支
給
要
綱
の
規

定
で
は
、
過
去
の
納
付
状
況
が
確
認
で
き

る
場
合
は
、
２０
年
を
超
え
て
い
る
も
の
で

も
返
還
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
、
今
回
の
場
合
、
法
的
に
言
っ

て
町
の
要
綱
は
判
例
に
は
縛
ら
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
２０
年
を
超
え
る
分
に
つ

い
て
も
返
還
す
べ
き
だ
。

答
町
の
要
綱
が
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く

判
例
に
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
指

役割を終えた浜田掲示場

平成27年度予算 条 　 例 　 の 　 制 　 定 　 ・ 　 改 　 正 区分 審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

一
般
会
計
予
算
の
補
正

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

琴
丘
地
区
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

小
新
沢
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
改
正

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改
正

女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

温
泉
条
例
の
一
部
改
正

工
場
誘
致
等
奨
励
条
例
の
一
部
改
正

琴
丘
国
民
健
康
保
険
診
療
所
使
用
料

及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

八
竜
高
齢
者
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

町
税
条
例
の
一
部
改
正

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
出

頭
し
た
者
等
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議　
　

案　
　

名

17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 賛成 採決
状況0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 反対

可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 結果

公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

問
掲
示
場
を
９
カ
所
か
ら
３
カ
所
に
削

減
す
る
こ
と
は
、
法
律
上
の
問
題
は

な
い
の
か
。
情
報
公
開
と
い
う
観
点
か
ら

見
れ
ば
、
減
ら
し
過
ぎ
と
考
え
る
が
。

　

ま
た
、
高
齢
者
へ
の
対
応
を
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
削
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
法
律
上

の
問
題
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
な
が
ら
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
公
告
等
は
現
在
９
カ
所
に
掲
示
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9 議案審議、採決結果、議案一覧

報告 発議 推薦 指　定　管　理　者　の　制　定 その他 平成27年度予算
専
決
処
分
の
報
告
（
公
用
車
接
触
事

故
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
件
）

町
長
の
専
決
事
項
の
指
定
の
一
部
改
正

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
議
会
が
推
薦
す
る
者

指
定
管
理
者
の
指
定（
琴
丘
地
区
集
会
所
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
琴
丘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者
の
指
定（
活
性
化
施
設
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
山
口
地

区
農
作
業
準
備
休
養
施
設
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
多
目
的

研
修
集
会
施
設
）

指
定
管
理
者
の
指
定（
多
目
的
集
会
施
設
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
沢
目
地

区
む
ら
の
生
活
館
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
金
岡
地

区
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者
の
指
定（
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
館
村
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
琴
丘
山

村
高
齢
者
活
動
促
進
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
児
童
公

園
及
び
児
童
遊
園
地
）

指
定
管
理
者
の
指
定（
児
童
館
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
志
戸
橋

野
地
区
活
動
拠
点
セ
ン
タ
ー
）

町
道
路
線
の
変
更

町
道
路
線
の
変
更

町
道
路
線
の
認
定

ま
ち
づ
く
り
計
画（
新
町
建
設
計
画
）の
変
更

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
定
め
る
こ
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
の
補
正

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

17 17 14 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 16 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

２０
年
を
超
え
る
部
分
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
課
税
ミ
ス
問
題
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
２０
年
ま
で
の
資
料
し

か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
２０

年
ま
で
の
分
を
返
還
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
２０
年
で
打
ち
切
る
根
拠
を
国
家
賠
償

法
に
基
づ
く
判
例
に
従
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
が
崩
れ

た
ら
、
今
度
は
、
た
ま
た
ま
資
料
が
２０
年

の
も
の
し
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
答
弁
に

変
わ
っ
た
。

　

納
得
が
い
か
な
い
の
で
、
今
後
再
度
問

題
に
し
た
い
。

三
種
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

問
各
支
所
の
職
員
が
減
少
す
る
こ
と

は
、サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
か
。

将
来
的
に
は
、
本
庁
に
集
約
す
る
と
い
う

考
え
な
の
か
。

　

ま
た
、
休
日
の
届
出
を
本
庁
に
一
本
化

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
す
ま
す
役
場

が
距
離
的
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
心
情

的
に
い
っ
て
も
遠
く
な
る
よ
う
に
感
じ

る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

山本総合支所内に移転した上下水道課

○…賛成　●…反対　欠…欠席　棄…棄権　除…除斥　－…議場に不在

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
結　
　

果

　　　　　　　　　　　　議　員　名

議　案　名　　　　　　　　　　　　

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

安
藤　

賢
藏

三
浦　
　

敦

清
水　

欣
也

工
藤　

秀
明

高
橋　
　

満

石
井　

秀
基

鈴
木　

一
幸

小
澤　

高
道

成
田　

光
一

加
藤
彦
次
郎

後
藤
栄
美
子

堺
谷　

直
樹

伊
藤　

千
作

平
賀　
　

真

児
玉　

信
長

平成28年度一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
平成28年度国民健康保険事業勘定特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
指定管理者の指定（志戸橋野地区活動拠点センター） 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
農業委員会委員の選任につき議会が推薦する者 除 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。　　※議長は採決に加わりません。
※除斥は、自己等に関連する議事に参加できないことです。

議案採決結果

答
集
約
す
る
目
的
は
建
設
関
係
、
上
下

水
道
関
係
、
消
防
団
関
係
の
事
務
を

統
合
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
仕
事
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
き
、
意
志
決
定
も
早
く
で

き
、
実
益
が
高
い
と
判
断
し
集
約
す
る
も

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う

に
対
応
を
徹
底
す
る
。

　

総
務
省
の
考
え
方
も
合
併
し
た
町
村
に

お
い
て
は
、
従
来
の
支
所
等
の
組
織
を
残

す
方
向
に
あ
り
、
当
町
も
減
ら
す
考
え
は

な
い
。

　

ま
た
、
休
日
の
届
出
に
関
し
て
は
、
町

民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ

ら
に
親
切
な
対
応
を
心
が
け
て
い
く
。
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堺
谷
我
が
町
の
奨
学
金
制
度

は
無
利
息
の
貸
与
型
で

あ
る
が
、
卒
業
後
に
三
種
町
に

居
を
構
え
、
返
済
を
開
始
し
て

か
ら
一
定
年
数
を
経
過
し
た
場

合
、
残
り
の
返
済
を
免
除
す
る

「
一
部
給
付
型
」
の
奨
学
金
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
今
の
町
の
奨
学
金
制

度
に
お
い
て
は
、
基

金
運
用
に
よ
っ
て
貸
し
付
け
る

た
め
、
償
還
金
が
原
資
に
な
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
免
除
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
基

金
運
用
の
あ
り
方
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

堺
谷
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、
奨
学
金
の

返
還
が
結
婚
に
影
響
し
て
い
る

と
す
る
人
が
３１
パ
ー
セ
ン
ト
、

仕
事
や
就
職
先
の
選
択
に
影
響

が
あ
る
と
す
る
人
が
２０
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
い
る
。
人
口
減
少
、

少
子
化
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
発
展
し
か
ね
な
い
と
考
え

る
。
卒
業
後
の
進
路
の
選
択
肢

に
幅
を
持
た
せ
る
だ
け
で
な
く
、

人
口
流
出
を
抑
止
す
る
こ
と
や

少
子
化
対
策
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
創
設
を
お
願
い
す
る
。

町
長
県
の
海
外
研
修
に
随
行

し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を

視
察
し
た
際
、
大
学
、
大
学
院

ま
で
授
業
料
免
除
と
い
う
制
度

が
あ
り
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

た
。
今
後
は
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
お

り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

教
育
長  

関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
解
消
を

図
る

堺
谷
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
険

が
潜
ん
で
い
る
が
、
毎
日
の
習

慣
に
よ
る
慣
れ
や
油
断
に
よ
っ

て
、
危
険
だ
と
認
知
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
る
。
最
低
年
一

回
は
産
学
官
民
に
よ
る
通
学
路

を
点
検
し
て
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

教
育
長
交
通
安
全
総
点
検
を

平
成
２６
年
に
実
施
し

た
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
の
指
摘
箇
所
に
つ
い

て
は
現
地
確
認
を
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。

堺
谷
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、

大
人
は
無
意
識
に
回
避

で
き
る
が
、
低
学
年
の
児
童
や

高
齢
者
に
と
っ
て
は
危
険
な
場

所
が
あ
る
。
山
本
公
民
館
前
の

水
路
や
森
岳
バ
イ
パ
ス
の
街
灯

な
ど
、
長
年
言
わ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
整

備
で
き
な
い
の
か
。

建
設
課
長

公
民
館
前
の
水
路

に
つ
い
て
は
、
公

民
館
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

町
民
生
活
課
長
県
道
バ
イ
パ

ス
で
も
あ
り
、

現
地
を
精
査
し
た
う
え
で
検
討

し
た
い
。

堺谷 直樹 議員

一部給付型奨学金制度の創設を

　町長  今後、検討する

山本公民館前の水路
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成田 光一 議員

「ゆめろん」を道の駅として整備する考えは

　町長  道の駅整備計画の検討が必要

成
田
平
成
２５
年
に
国
道
に
昇

格
し
た
現
在
の
１０１
号
線

に
つ
い
て
、
今
後
の
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長
当
路
線
は
昭
和
男
鹿
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

八
竜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結

ぶ
広
域
的
観
光
ル
ー
ト
の
創
設

を
目
的
と
し
て
お
り
、
三
種
町

管
内
で
は
平
成
２５
年
度
か
ら
、

町
道
追
泊
萱
刈
沢
３
号
線
の
一

部
の
区
間
と
振
替
え
て
路
線
が

変
更
さ
れ
て
い
る
。
整
備
は
道

路
管
理
者
で
あ
る
県
が
通
常
の

維
持
管
理
を
含
め
て
行
っ
て
お

り
、
舗
装
や
側
溝
の
補
修
等
も

県
で
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
路
線
は
、
関
係

す
る
市
町
で
「
国
道
１０１
号
線
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
組
織

し
、
地
域
連
携
強
化
や
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
、
整
備
の
推
進
に
向
け
た
要

望
活
動
を
行
い
、
計
画
的
に
実

施
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

成
田
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
地
方
自
治

体
の
取
組
み
が
試
さ
れ
る
時
期

に
来
て
い
る
。
そ
こ
で
誘
客
効

果
を
高
め
る
た
め
、
ま
た
ク
ア

オ
ル
ト
事
業
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
そ
の
効
果
を
よ
り
高
め
る

た
め
に
も
「
ゆ
め
ろ
ん
」
を
「
道

の
駅
」
と
し
て
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
「
道
の
駅
」
構
想
は
、「
ゆ

め
ろ
ん
」
を
町
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、
誘
客
効
果
も

高
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
し

か
も
既
存
の
周
辺
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
少
な
い
予
算
で

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
ゆ
め
ろ
ん
」
や
町
の
観

光
振
興
の
面
か
ら
も
有
意
義
な

提
案
だ
と
思
う
。

　

整
備
す
る
に
は
何
点
か
の
諸

要
件
が
あ
る
ほ
か
、
単
独
型
と

一
体
型
の
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
。

　

な
お
、「
ゆ
め
ろ
ん
」
の
位

置
が
国
道
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
、
国
道
か
ら
見
え
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
安
全
面
や
環
境
面

で
、
既
存
の
ゆ
め
ろ
ん
な
ど
と

の
す
み
分
け
が
必
要
に
な
る
と

思
う
。
ま
た
、
最
新
の
調
査
で

は
、
２４
時
間
の
交
通
量
は
大
よ

そ
６００
台
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
考
慮
し
、
今
後
さ
ら
に
道
路

整
備
が
進
ん
だ
場
合
の
道
の
駅

整
備
計
画
の
検
討
が
必
要
に
な

る
と
思
う
。

成
田
少
な
い
予
算
で
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
な
ら
、

整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
提
案
さ
れ
た
計
画
位
置

は
男
鹿
半
島
か
ら
白
神

山
地
に
抜
け
る
非
常
に
良
い
コ

ー
ス
の
中
に
あ
る
の
で
、
ト
イ

レ
の
あ
る
「
道
の
駅
」
が
あ
っ

て
も
良
い
は
ず
で
、
や
り
が
い

の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思

う
。
多
少
時
間
が
掛
か
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
最
小
の
費
用
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

う
。こ

の
他
に

「
生
ご
み
減
量
化
に
向
け
て

積
極
的
に
Ｅ
Ｍ
菌
活
用
に
取

組
ん
で
は
ど
う
か
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ゆめろん
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雇用創出のための具体的方策は

　町長  助成・育成・組織化などを推進することで対応

後藤栄美子 議員

後
藤
地
方
創
生
と
は
、
安
倍

内
閣
に
よ
り
掲
げ
ら
れ

た
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、

地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を
上

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
連

の
政
策
で
あ
る
。
三
種
町
も
独

自
の
総
合
戦
略
と
し
て
４
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
す
る
」
と
い
う

目
標
が
あ
り
、
そ
の
下
に
５
つ

の
具
体
的
な
施
策
が
あ
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
１
番
「
農
業
所
得
の
向

上
」
に
つ
い
て
は
、
生

産
量
日
本
一
の
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里

を
守
り
、
所
得
を
上
げ
る
た
め
、

森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化

協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
じ
ゅ
ん
さ
い
の
拡
大
や
営

業
、
加
工
品
開
発
等
を
実
施
し

じ
ゅ
ん
さ
い
産
業
全
体
の
底
上

げ
を
目
指
す
。
ま
た
、
生
産
量

拡
大
を
図
る
た
め
、
ほ
場
整
備

助
成
や
出
荷
の
助
成
も
行
う
。

　

２
番
「
新
規
就
農
支
援
」
に

つ
い
て
は
、
新
規
に
農
業
経
営

を
開
始
す
る
方
に
農
業
機
械
・

設
備
購
入
に
つ
い
て
の
一
部
助

成
や
新
た
に
複
合
経
営
を
目
指

す
グ
ル
ー
プ
（
３
人
以
上
）
へ

の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

　

３
番
「
６
次
産
業
化
支
援
」

に
つ
い
て
は
、
農
産
物
の
生
産

だ
け
で
な
く
、
加
工
・
販
売
に

挑
戦
す
る
農
家
の
育
成
を
行
う
。

　

４
番
「
地
域
雇
用
の
創
出
」

に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
経
営

者
へ
の
融
資
制
度
や
企
業
誘
致

制
度
、
地
域
雇
用
創
出
推
進
事

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

５
番
「
観
光
資
源
活
性
化
支

援
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

の
法
人
化
に
よ
り
、
専
従
職
員

の
雇
用
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

組
織
化
を
進
め
、
推
進
体
制
を

一
層
強
化
し
て
い
く
。

後
藤
２
番
「
新
規
就
農
支
援
」

の
中
で
、
新
た
に
複
合

経
営
を
目
指
す
後
継
者
や
新
規

就
農
者
に
栽
培
技
術
を
指
導
す

る
人
に
対
す
る
支
援
が
あ
る

が
、
そ
の
指
導
者
は
何
人
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長

Ｊ
Ａ
の
部
会
と
も

話
し
合
い
、３
人
か

ら
５
人
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の

促
進
策
は

町
長  

健
康
寿
命
延
伸

へ
の
意
識
高
め
る

後
藤
ク
ア
オ
ル
ト
と
は
、
ド

イ
ツ
語
で
療
養
地
の
こ

と
で
、
温
泉
な
ど
の
自
然
療
法

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

私
だ
け
で
な
く
町
民
の
中
に
は

ク
ア
オ
ル
ト
、
イ
コ
ー
ル
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
思
う
。
ク
ア
オ
ル

ト
促
進
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

町
長
確
か
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
ど
こ
が
違
う
の
か
と

い
う
認
識
が
多
い
と
思
う
。
ゆ
め

ろ
ん
の
工
事
が
、
７
月
に
完
成

す
る
の
で
本
格
的
に
推
進
し
て

ゆ
く
。
ゆ
め
ろ
ん
を
総
合
窓
口

と
し
、
年
間
を
通
し
て
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
に
あ
っ
た
運

動
や
効
果
的
な
温
泉
入
浴
、
安

心
安
全
な
食
材
で
の
食
事
な
ど

の
実
践
を
総
合
的
に
継
続
す
る

こ
と
を
通
じ
て
健
康
寿
命
の
延

伸
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
識
を

高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

クアオルト　ゆめろんサンセットコース
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高校生の政治活動を保障するべき

　町長  校外での活動は制約すべきでない

大澤 和雄 議員

大
澤
文
部
科
学
省
は
、
１８
歳

選
挙
権
実
施
を
前
に
、

高
校
生
の
政
治
活
動
に
つ
い
て

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
通

知
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
校

内
で
の
選
挙
運
動
や
政
治
活
動

に
つ
い
て
制
限
、
禁
止
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
ま

た
、
校
外
で
の
選
挙
運
動
や
政

治
活
動
に
つ
い
て
も
制
限
、
禁

止
す
る
こ
と
を
含
め
、
適
切
に

指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
高
校
生
の
政
治
的
活
動
の
自

由
を
保
障
し
た
も
の
と
言
え
な

い
と
考
え
る
。
政
府
や
文
部
科

学
省
の
見
解
で
制
限
す
る
こ
と

を
や
め
、
こ
れ
を
保
障
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
高
校
生
の
政
治
活
動
に

つ
い
て
は
、
校
内
で
は

管
理
監
督
責
任
は
学
校
長
に
あ

り
、
選
挙
運
動
や
政
治
活
動
に

つ
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
制

約
を
受
け
る
こ
と
は
致
し
方
な

い
と
思
う
が
、
放
課
後
や
休
日

等
に
校
外
で
行
わ
れ
る
生
徒
の

選
挙
運
動
や
政
治
的
活
動
に
つ

い
て
は
制
約
を
設
け
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
。

　

デ
モ
や
集
会
へ
の
参
加
の
届

出
制
に
つ
い
て
は
、
憲
法
と
の

関
係
で
難
し
い
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。
高
校
は
義
務
教
育
で

は
な
い
と
い
う
点
で
は
大
学
生

と
同
じ
で
あ
り
、
高
校
生
だ
か

ら
と
差
異
を
設
け
る
こ
と
は
選

挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
を
行
っ

た
立
法
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
米
の

影
響
額
は

町
長  

試
算
ど
お
り
の

結
果
が
出
る
か
は
不
透
明

大
澤
２
０
１
０
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
る
秋
田
県
農
業
へ

の
影
響
額
は
、
米
で
９８３
億
円
と

な
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
６
年

１
月
で
は
米
生
産
減
少
額
が
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
別
枠
の
輸
入
量
に
相
当
す

る
国
産
米
を
政
府
が
備
蓄
米
と

し
て
買
い
入
れ
る
こ
と
か
ら
、

影
響
は
見
込
み
難
い
と
い
う

が
、
買
い
入
れ
た
国
産
備
蓄
米

を
３
年
後
に
消
費
者
に
提
供
す

る
の
で
は
国
産
主
食
米
の
需
給

は
緩
み
、
価
格
低
下
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
県
の

試
算
と
本
町
へ
の
影
響
額
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
米
に

つ
い
て
は
、
政
府
が
国

別
枠
の
輸
入
量
に
相
当
す
る
国

産
米
を
備
蓄
米
と
し
て
買
い
入

れ
、
主
食
用
米
の
需
給
等
に
与

え
る
影
響
を
抑
え
る
と
し
て
い

る
た
め
、
影
響
額
を
ゼ
ロ
と
し

て
い
る
が
、
輸
入
米
が
拡
大
す

る
こ
と
で
価
格
水
準
は
下
落
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

は
常
に
つ
き
ま
と
い
、
払
拭
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
国
や

県
の
試
算
ど
お
り
の
結
果
が
出

る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
様

に
三
種
町
へ
の
影
響
額
の
試
算

も
難
し
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。こ

の
他
に

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「18歳選挙を学ぼう」
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風力発電計画は地元同意を

　町長  地元関係者の同意を得るよう強く要請する

伊藤  千作 議員

伊
藤
浜
田
地
区
に
秋
田
市
の

業
者
が
町
有
地
に
風
力

発
電
３
基
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
。

　

他
の
業
者
が
町
内
で
稼
働
し

て
い
る
も
の
に
比
べ
て
高
さ
が

２０
メ
ー
ト
ル
、
羽
根
は
１５
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
長
く
、
出
力
で
は
約

５００
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

八
竜
漁
協
で
は
、
音
響
等
に

よ
る
漁
業
へ
の
影
響
を
懸
念
し

て
お
り
、
規
模
や
音
響
な
ど
現

在
稼
働
し
て
い
る
も
の
と
同
じ

レ
ベ
ル
か
同
等
以
下
の
機
種
に

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
地
元
の
同
意

な
し
で
工
事
の
許
可
を
し
な
い

よ
う
、
業
者
へ
強
力
な
働
き
か

け
を
行
う
べ
き
だ
。

町
長
新
た
な
風
力
発
電
３
基

の
建
設
計
画
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
規
模
、
機
種
と

な
っ
て
お
り
、
釜
谷
自
治
会
、

浜
田
自
治
会
と
は
話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
る
が
、
八
竜
漁
業
協

同
組
合
と
は
具
体
的
な
話
し
合

い
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
立
場
で
、
業
者
、
地
元
住
民
、

関
係
す
る
諸
団
体
と
充
分
な
話

し
合
い
を
し
た
上
で
の
同
意
を

お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
よ

う
や
く
具
体
的
な
話
し
合
い
を

し
て
い
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　

今
後
は
、
話
し
合
い
の
推
移

を
見
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
地
元
住
民
、
関
係
す
る
諸

団
体
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
ま

ま
の
町
有
地
の
貸
し
付
け
は
回

避
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
事

業
者
に
対
し
て
は
、
同
意
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
を
継
続
さ
れ

た
い
旨
、
強
く
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

就
学
援
助
制
度
の
改

善
を教

育
長  

最
善
の
対
応
が

で
き
る
よ
う
検
討
す
る

伊
藤
新
潟
市
が
低
所
得
者
に

支
給
す
る
就
学
援
助
で
、

中
学
校
入
学
時
の
新
入
学
生
徒

学
用
品
費
の
支
給
時
期
が
、
こ

れ
ま
で
の
８
月
か
ら
、
今
年
か

ら
入
学
前
３
月
に
変
更
さ
れ

た
。
入
学
前
に
は
学
生
服
や
カ

バ
ン
な
ど
、
何
か
と
費
用
が
か

か
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

新
潟
市
で
は
同
学
用
品
費
は
８

月
支
給
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を

入
学
前
に
繰
り
上
げ
て
支
給
で

き
る
か
ど
う
か
は
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
世
帯
に
と
っ
て
切

実
な
問
題
で
あ
る
。

　

市
当
局
は
、
新
年
度
予
算
で

な
く
、
今
年
度
予
算
の
中
で
捻

出
に
努
力
を
し
実
現
に
こ
ぎ
つ

け
た
よ
う
で
あ
る
。
当
町
と
し

て
も
今
後
検
討
し
て
い
っ
た
ら

ど
う
か
。

教
育
長
少
し
で
も
早
く
支
給

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
現
状
で
は
、
４
月
中
に

新
入
学
児
童
・
生
徒
の
転
入
・

転
出
の
確
認
や
給
食
費
減
免
申

請
後
の
対
象
者
の
確
認
作
業
な

ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
確
認
作

業
後
の
支
給
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
最
善
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

ランドセルを背負って元気に入学
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15 臨時会、請願・陳情

日時：平成28年２月10日（水）

第１回 臨 時 会 　第１回臨時会が２月10日に開催され、専決処
分1件を承認、10議案を原案のとおり可決決定し
ました。

請 願　 陳 情   審査報告

陳　　情
件　　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

学校薬剤師の報酬改善についての陳情書 一般社団法人秋田県薬剤師会
会長　大越　英雄 教育民生常任委員会 不 採 択

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険
性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本久美子 教育民生常任委員会 採 択

全国一律最低賃金制度の実現をはじめ、最低賃金の改
善と中小企業支援の拡充を求める陳情

秋田県春闘共闘懇談会
代表委員　泉谷みどり

秋田県労働組合総連合
議長　星野　博之

総 務 常 任 委 員 会 採 択

労働時間と解雇の規制強化を求める陳情
秋田県春闘共闘懇談会

代表委員　泉谷みどり
秋田県労働組合総連合

議長　星野　博之
総 務 常 任 委 員 会 採 択

「平和安全保障関連法」の廃止を求める陳情書
秋田・戦争をさせない
1000人委員会

代表　山縣　　稔
総 務 常 任 委 員 会 趣 旨 採 択

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採
択を求める陳情 福岡県行橋市　小坪　慎也 総 務 常 任 委 員 会 趣 旨 採 択

　陳情６件は次のとおり付託委員会で審議され、本会
議で３件を採択・２件を趣旨採択・１件を不採択と決
定しました。

原案
可決

原案
承認

●専決処分の承認（町税条例等の一部
を改正する条例の一部改正）

原案
可決●平成27年度一般会計予算の補正

原案
可決●平成27年度水道事業会計予算の補正

●議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正

原案
可決

●特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正

原案
可決

●一般職の職員の給与に関する条例等
の一部改正

原案
可決

●地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例の一部改正

日時：平成28年３月29日（火）

第２回 臨 時 会

原案
可決●平成27年度一般会計予算の補正について

原案
可決

●平成27年度簡易水道事業特別会計
予算の補正

原案
可決

●平成27年度公共下水道事業特別会
計予算の補正

原案
可決

●平成27年度農業集落排水事業特別
会計予算の補正

原案
可決

●平成27年度衛生処理事業特別会計
予算の補正

　第２回臨時会が3月29日に開催され、1議案を
原案のとおり可決決定しました。
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三種町 議会だより

　

い
よ
い
よ
春
の
到
来
で
す
。

　

今
冬
は
例
年
と
比
べ
て
雪
が
少
な

く
、
過
ご
し
や
す
い
冬
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

水
不
足
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

　

さ
て
、
私
達
の
町
は
合
併
し
て
10

年
に
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
人
口
が
減
っ
て
も
、
そ

の
時
そ
の
時
代
の
人
達
が
幸
せ
で
安

定
し
た
社
会
を
送
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

人
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
な
り
の

地
域
の
幸
せ
が
あ
る
は
ず
。

　

だ
か
ら
、
特
別
な
対
策
と
い
う
よ

り
は
、
そ
の
時
そ
の
と
き
に
必
要
な

充
実
し
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が

最
も
確
か
な
人
口
減
少
対
策
で
は
な

い
か
、
な
ど
と
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。

清
水　

欣
也　

記

編
集
後
記

　平成１２年にオープンして
から、今年１６年目を迎えま
した。
　メロンづくりが盛んな浜口
地区では、３月中旬からハウ
ス内での苗植え付け作業が始
まります。
　年間を通して野菜、特に葉
物を切らさないように、会員
は苗を植える時期をずらした
り温度管理に気を使っています。
　三種町内では唯一加工所を持たない直売所にな
りましたが、会員からも必要性を訴える声もあり、
初期投資の費用や運営管理については十分に検討
しながら、他の直売所と違った特色を出していけ
たら、と考えています。
　店の人気商品の花は年間を通して売り場を華や
かにしてくれて、お客様からは安くて長持ちする
と遠くからでも足を運んで来てくれます。同じく
人気の漬物は、試食をしてから好みの味を選んで、
購入できるのも魅力の一つです。
　毎月第２木曜にサービスデーを開催したり、摘
果メロンや干し大根の季節に漬物の講習会を開催
したりと頑張っております。
　年１回研修で県内外の直売所の視察をしてま
す。その土地ならではの特産品の野菜の話を店長
さんを交え、積極的に質問したり、現場の声を聞
く機会を設けたりしています。視察した直売所の
長所を参考に物事を進めていく女性のパワーがす
ごいです。
　メロディアンは新鮮で安全な野菜はもちろんお
客様から信頼される「店づくり」を会員一人ひと
りがこれからも取り組んで参ります。

八竜産直センター  メロディアン
　平成１６年４月１１日に開設
されたじゅんさいの館も１２
年目を迎えました。生産者７６
人で今年度の売り上げ目標
を１億８千５００万円と決め頑
張っています。昨年、町のご
協力により完成した加工場を
フル稼働させ、女性が持つ柔
らかい発想やアイデアを活か
しながら彩り豊かなお弁当や

お惣菜、おでんなど、お客様に大変好評で、作ら
れたものがほとんど売り切れている状況です。今
は６次産業の時代ですから、生産から加工販売ま
で手掛け、これからは一人暮らしの高齢者への健
康的な食事の宅配や、増加する単身生活者への作
りたてのお弁当の提供など、社会環境に合わせた
サービス分野を強化していかなければならないと
考えています。
　冬期間の販売品として、今はハウス栽培などに
よる雪中野菜や干し餅、漬物、果物などが主流で
すが、これからはワラビやシドケ、ボンナ、ミズ
などの山菜が豊富に並び大変な賑わいを見せてく
れます。また、何と言っても、三種町は日本一の
じゅんさいの町、直売所として生じゅんさいも並
べています。県外発送時は品薄になり生産者に電
話での催促にひと苦労、それでも今年からじゅん
さいの若い生産者の方が数名入ってきてくれまし
た。森岳じゅんさいの里活性化協議会では、じゅ
んさいのＰＲに大変力を入れてくださり、じゅん
さいを使った料理講習会なども開催され、お母さ
んたちが加工場を利用しながら、じゅんさいをベ
ースにした商品の開発に取り組んでいるようで
す。
　じゅんさいの館では安全で安心して食べられ
る、おいしい商品が盛りだくさん、ぜひ、足を運
んでみてください。

じゅんさいの館

三種町産物利用促進組合

会長  池内　　桂
八竜直産センター　メロディアン

センター長 

高橋　輝美
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人事異動人人人人人事事事事事事事異異異異動動動動
（平成２８年４月１日付け）


